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研究成果の概要 

本研究では、脳内に存在する免疫細胞を神経細胞へと変化させる新しい技術の確立と、それを用い

た脳機能回復の実証を目指して、基礎および応用の両面から研究を進めた。まず、ヒト細胞において

神経細胞への変化（分化転換）が起こりにくい理由を明らかにするため、大規模な網羅的解析を行

い、分化転換を妨げる因子の候補を複数見つけることができた。これにより、ヒト特有の細胞変化を

阻む仕組みの存在が示唆され、今後の制御法の開発につながる重要な手がかりを得た。 

あわせて、マウスの脳内にヒト由来の免疫細胞を定着させるための新たな移植モデルも構築した。

このモデルを用いて、ヒト細胞免疫細胞は、マウス脳内で生着・広範囲に拡散可能であることがわか

った。これにより、脳梗塞をはじめとする神経疾患に対して、本技術を実際に応用するための検証が

可能となった。 

2024 年度は、細胞分化転換を妨げるバリア機構の正体に迫るとともに、それを乗り越えるための技

術基盤を動物モデルにおいて整えることができた。今後は、同定した因子の働きを詳しく調べ、高効率

で安全な神経細胞変換技術の確立を目指す。 
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